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　廃棄物処理法による焼却禁止の例外に該当するもの（田のあぜ焼きなど）で、野外焼却を
行う際は、総務課並びに黒川消防署へ火入れの届出（火災とまぎらわしい煙または火炎を発
するおそれのある行為の届出書）をお願いします。

◆廃棄物処理法による焼却禁止の例外に該当するもの（焼却禁止の例外）
①国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
　例）河川管理者による河川管理を行うための伐採草木等の焼却

②震災、風水害、火災その他の災害の予防、応急対策又は復旧のために必要な廃棄物の焼却

③風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
　例）どんと祭等の地域の行事における不要となった門松、しめ縄焼却など

④農業、林業を営むために、やむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却
　例）農業者が行う稲わら等の焼却、林業者が行う伐採した枝等の焼却

罰　則
廃棄物の焼却禁止に違反した場合は、５年以下の懲役、１,０００万円以下の罰金、又はその両方が処
せられます。

火入れの届出について

「火災とまぎらわしい煙または火炎を発するおそれのある行為の届出書」の
届出用紙は総務課に用意してあります。

※詳しくは、総務課又は黒川消防署へお問い合わせください。
■問い合わせ先　総務課　　　　　　　　☎３４５－５１１１
　　　　　　　　黒川消防署　　　　　　☎３４５－４１６１
　　　　　　　　黒川消防署大衡出張所　☎３４５－０９００

※庭木の剪定枝、枯れ枝等は焼却できませんので、太さ５㎝未満、長さ５０㎝未満
　に切断し、直径３０㎝以内に束ねて燃えるゴミの日に出してください。
　大量に出す際は、処分場へ自己搬入が必要となります。

必要事項を記入した「火災とまぎらわしい煙または火炎を発する
おそれのある行為の届出書」を役場へ提出します。
役場で経過欄へ押印し、届出書を返却します。

①役 場 へ の
　届　　　出

役場から押印した「火災とまぎらわしい煙または火炎を発するお
それのある行為の届出書」を黒川消防署又は黒川消防署大衡出張
所へ提出します。

②消防署への
　届　　　出

火入れ作業をする前に、黒川消防署（☎３４５－４１６１）へ電話
連絡をしてください。

③火 入 前 の
　届　　　出

届出の流れ
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❶枯草等のある、火災の起こりやすい場所では、たき火をしないこと。
❷たき火の場所を離れる時は、完全に消火すること。
❸強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと。
❹火入れ許可は必ず受けること。
❺タバコの吸い殻は必ず消すとともに、投げ捨てないこと。
❻火遊びは絶対にしないこと。

山火事予防運動実施中

平成２８年全国統一標語
『誓います　森の安全　火の始末』

　３月１日（火）から５月３１日（火）まで山火事予防運動が実施されます。
　この「３月から５月」の時期は、空気が乾燥し、季節風が吹くなど、林野火災が発生しやすい気
象条件となっています。さらに、水田の枯草焼却（あぜ焼き）等が行われ、また山菜取りや森林レ
クリエーション等により入山者が多くなることなどから、山火事が多く発生する傾向にあります。
　森林は、地球温暖化の主な原因である二酸化炭素を吸収し、生命に必要な酸素を供給する貴重な
資源であり、一度焼失してしまうと、その回復には長い年月と多くの労力が必要となります。
　林野火災の大部分は、皆さん一人ひとりの注意で未然に防ぐことができます。貴い人命や貴重な
財産を火災から守るため、タバコの投げ捨て、火遊び、風の強い日のたき火等は絶対にしないよう
みんなで注意しましょう。

◆山火事防止６つのポイント！

統一防火標語
『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』

　３月１日（火）から７日（月）まで、全国一斉に春季火災予防運動が実施されます。
　この時期は暖かな日差しを感じる一方で、風が強く吹く日も多くなり、空気が乾燥し火災が発生
しやすくなります。屋内外を問わず火の使用には十分気をつけましょう。
　また、火を使用する際には、火の元から決して離れず、使用後は完全に消えているかを必ず確認
しましょう。水田のあぜ焼きなどを行う際は、できるだけ一人では行わず、バケツなどに消火用の
水を用意し延焼防止に努めましょう。
　皆さんのご家庭でもこの機会に“火の用心”の意識を持ち、火災の予防に努めましょう。

〔３つの習慣〕
　①寝タバコやタバコの投げ捨てをしない。
　②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
〔４つの対策〕
　①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　②寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

◆住宅火災　いのちを守る　７つのポイント！

春季火災予防運動実施中


